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定
価
三
十
円

購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（

）

随時受付中です！一人で悩まず

組合・弁護士にご相談ください

☎03-5390-6021

今
回
は
遠
い
昔
の

旅
の
思
い
出
を
。
昭

和
41
年
10
月
８
日
東

京
発
18
時
40
分
寝
台

特
急
「
富
士
」
西
鹿

児
島
行
に
て
一
路
九

州
へ
。
仕
事
帰
り
の

人
達
の
羨
望
の
ま
な

ざ
し
を
受
け
、
優
越

感
み
た
い
な
も
の
を

感
じ
な
が
ら
乗
車
。

列
車
が
平
塚
を
過

ぎ
た
頃
、
食
堂
車
に

夕
食
に
。
ビ
ー
フ
ス

テ
ー
キ
が
６
５
０

円
、
コ
ー
ヒ
ー
が
70

円
、
当
時
は
１
人
１

回
６
０
０
円
を
超
え

る
と
１
割
の
飲
食
税

を
取
ら
れ
ま
し
た
。

食
事
後
は
し
ば
ら

く
車
窓
の
景
色
を
楽

し
み
寝
台
で
グ
ッ
ス

リ
。
こ
の
頃
は
特
急

寝
台
で
も
３
段
式
で

し
た
。
翌
朝
目
が
覚

め
る
と
列
車
は
広
島

に
停
車
中
、
身
支
度

を
し
て
食
堂
車
へ
。

朝
は
和
定
食
２
５
０

円
、
洋
定
食
３
０
０

円
の
み
で
し
た
。

列
車
は
や
が
て
関

門
ト
ン
ネ
ル
を
潜
り

九
州
門
司
へ
。
し
ば

ら
く
走
る
と
別
府
12

時
37
分
、
こ
こ
で
3

度
目
の
食
堂
車
へ
。

列
車
食
堂
で
3
度
の

食
事
を
し
た
の
は
こ

れ
が
最
初
で
最
後
で

し
た
。
私
は
宮
崎
で

下
車
、
22
時
間
余
り

の
鉄
道
の
旅
と
な
り

ま
し
た
。

豊
王

菅
谷

政
一

支
部
定
期
大
会
を

２
５
０
０
人
で
迎
え
よ
う

２
０
２
６
年
度
北

支
部
の
役
員
選
挙
を

組
合
規
約
第
二
十
条

お
よ
び
三
十
一
条
に

も
と
づ
い
て
告
示
し

ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
長

小
川

徳
弘

（
神
東
）

役
員
定
数

執
行
委
員
長

１
名

副
執
行
委
員
長５

名

書
記
長

１
名

書
記
次
長
非
常
駐

１
名

書
記
次
長
常
駐１

名

常
任
執
行
委
員

10
名

執
行
委
員

(

大
会
選
出)

10
名

(

分
会
選
出)

10
名

(

分
会
推
薦)

９
名

会
計
監
査

３
名

立
候
補
受
付
期
間

３
月
６
日(

金
）
～

３
月
27
日(

金)

の
20

時
ま
で
。

届
出
に
つ
い
て

立
候
補
す
る
も
の

は
、
所
定
の
届
出
用

紙
に
自
分
で
記
入
し

（
分
会
選
出
・
分
会

推
薦
は
除
く
）
、
選

挙
管
理
委
員
会
（
書

記
局
）
に
届
出
る
。

選
挙
運
動

候
補
者
と
組
合
員

は
選
挙
前
ま
で
民
主

的
な
道
義
と
常
識
に

反
し
な
い
限
り
自
由

に
選
挙
運
動
を
す
る

事
が
出
来
る
。

選
挙
方
法
と
当
選

候
補
者
が
定
数
を
超

え
た
場
合
は
、
単
記

制
に
よ
る
無
記
名
投

票
を
お
こ
な
い
上
位

か
ら
定
数
ま
で
を
当

選
と
す
る
。

立
候
補
者
が
定
数

も
し
く
は
定
数
以
下

の
場
合
は
、
無
投
票

当
選
と
す
る
。

北
赤
羽
分
会
で
は

餅
つ
き
で
交
流
会

２
月
15
日
、
快
晴

の
も
と
北
赤
羽
分
会

餅
つ
き
大
会
を
分
会

セ
ン
タ
ー
前
で
行
な

い
ま
し
た
。
当
日
は

若
い
方
を
中
心
に
48

名
が
参
加
し
、
に
ぎ

や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

杵
と
臼
を
使
っ
た

餅
つ
き
は
、
今
で
は

な
か
な
か
見
か
け
な

い
行
事
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
楽
し
そ
う

に
見
守
り
、
威
勢
の

い
い
掛
け
声
と
共
に

大
人
も
交
代
で
餅
を

つ
き
な
が
ら
和
や
か

な
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

つ
き
た
て
の
お
餅

を
あ
ん
こ
、
黄
な

粉
、
お
ろ
し
で
か
ら

め
て
美
味
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
自
然

と
会
話
も
弾
み
、
世

代
を
越
え
た
交
流
の

場
と
な
り
ま
し
た
。

分
会
の
仲
間
ど
う
し

の
つ
な
が
り
を
感
じ

ら
れ
る
、
穏
や
か
な

１
日
で
し
た
。

成
果
表

２
月
27
日

現
在

48名の参加で盛り上がりました！

１
月
か
ら
始
ま
っ

た
春
一
番
の
仲
間
づ

く
り
月
間
は
、
後
半

戦
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
各
分
会
で

は
６
日
間
の
統
一
行

動
を
実
施
し
、
仲
間

へ
の
声
掛
け
を
進
め

て
い
ま
す
。
現
在
赤

羽
・
西
が
丘
・
西
ヶ

原
の
３
分
会
が
目
標

を
達
成
し
て
い
ま

す
。
全
て
の
分
会
で

成
果
が
上
が
っ
て
い

て
、
全
分
会
が
目
標

達
成
を
掴
む
べ
く
奮

闘
を
続
け
て

い
ま
す
。

今
月
間
の

行
動
で
は
北

赤
羽
分
会
は

２
月
15
日
に

行
な
っ
た
恒

例
の
分
会
も

ち
つ
き
大
会

で
対
話
を
広

げ
、
豊
王
分

会
は
若
手
組

合
員
の
総
当

た
り
対
話
、

北
東
分
会
は

分
会
役
員
の
若
返
り

を
目
指
す
た
め
２
月

21
日
に
若
手
交
流
会

を
実
施
、
西
が
丘
分

会
は
１
０
０
名
分
会

の
早
期
復
活
を
分
会

役
員
で
共
有
し
広
く

電
話
・
訪
問
を
続
け

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
分
会
で

も
分
会
総
会
の
お
誘

い
や
支
部
大
会
の
参

加
者
確
保
の
声
掛
け

に
奮
闘
し
て
い
ま

す
。今

年
の
春
一
番
月

間
は
コ
ロ
ナ
禍
以

降
、
一
番
早
い
ペ
ー

ス
で
拡
大
が
進
ん
で

い
ま
す
。
事
業
所
の

採
用
活
動
も
活
発
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
声
の
届

い
て
い
な
い
仲
間
も

多
く
い
ま
す
。
是
非

仲
間
か
ら
仲
間
へ
月

間
の
話
題
を
広
げ
る

協
力
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

け
ん
せ
つ
北
部
を

ご
覧
の
皆
さ
ま
も
、

組
合
未
加
入
の
知
り

合
い
で
税
金
・
労
災

・
健
康
保
険
な
ど
で

困
っ
て
い
る
仲
間
に

「
組
合
に
相
談
し
て

み
な
！
」
の
声
を
か

け
て
、
ぜ
ひ
組
合
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
く
だ
さ
い
！

３
月
中
旬
か
ら
下

旬
に
か
け
て
分
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
「
過
去
最
大
の

参
加
人
数
」
で
仲
間

を
集
め
た
開
催
を
目

指
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
参

加
と
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

北
東
分
会
で
は
若
手
交
流
会
を
実
施
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物
価
高
騰
が
続

き
、
食
料
品
や
光
熱

費
な
ど
生
活
に
欠
か

せ
な
い
支
出
は
増
え

る
一
方
で
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
は
ま
す
ま

す
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

は
、
建
設
業
で
働
く

小
規
模
事
業
者
や
一

人
親
方
に
大
き
な
負

担
を
押
し
つ
け
、
10

万
円
以
上
の
増
税
と

な
っ
た
仲
間
も
多

く
、
地
域
経
済
の
活

力
を
奪
い
か
ね
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
消
費
税
の
引
き

下
げ
は
、
す
べ
て
の

人
の
生
活
を
直
接
支

え
る
最
も
効
果
的
な

物
価
高
対
策
で
す
。

こ
う
し
た
思
い
か

ら
、
私
た
ち
は
「
イ

大
企
業
・
富
裕
層
を
優
遇
す
る

不
公
平
な
税
制
を
正
せ

ン
ボ
イ
ス
廃
止
・
消

費
税
引
下
げ
」
を
掲

げ
、
重
税
反
対
北
区

統
一
行
動
を
開
催
し

ま
し
た
。
仕
事
を
守

り
、
地
域
を
守
り
、

安
心
し
て
働
き
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
て
声
を
上
げ

ま
し
た
。
当
日
、
３

月
13
日
に
は
王
子
三

角
公
園
へ
集
合
し
、

多
く
の
仲
間
が
参
加

し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
負

担
の
大
き
さ
や
物
価

高
に
よ
る
暮
ら
し
の

厳
し
さ
が
語
ら
れ
、

「
イ
ン
ボ
イ
ス
廃

止
」
「
消
費
税
引
き

下
げ
」
を
求
め
る
声

を
地
域
に
広
げ
て
い

く
決
意
を
共
有
し
ま

し
た
。

重
税
反
対
デ
モ
、
不
公
平
な
税
制
に

し
っ
か
り
と
声
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う

東
京
土
建
国
保
組

合
は
、
仲
間
が
コ
ロ

ナ
禍
や
物
価
高
に
苦

し
む
中
、
保
険
料
を

極
力
引
上
げ
な
い
よ

う
努
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
間
、
次
の

要
因
で
、
国
保
組
合

が
支
出
（
医
療
費
・

拠
出
金
等
）
に
対

し
、
収
入
（
保
険
料

・
補
助
金
等
）
が
不

足
す
る
状
況
と
な
り

ま
し
た
。

●
医
療
費
が
大
幅
に

増
加

●
他
制
度
へ
支
払
う

お
金
が
大
幅
に
増
加

●
被
保
険
者
の
所
得

上
昇
で
の
補
助
金
が

減
少26

年
度
も
な
お
収

入
不
足
（
１
世
帯
当

た
り
月
額
２
１
４
５

円
の
マ
イ
ナ
ス
）
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
２
０
２
６

年
４
月
分
よ
り
、
組

合
員
本
人
保
険
料
月

額
３
０
０
円
（
第
７

種
）
～
１
７
０
０
円

（
法
人
Ａ
種
）
の
引

上
げ
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
児
童
手
当

な
ど
国
の
「
子
育
て

支
援
」
財
源
に
充
て

る
た
め
、
本
人
お
よ

び
18
歳
以
上
の
家
族

に
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０

円
の
ご
負
担
を
お
願

い
し
ま
す
。

家
族
保
険
料
、
介

護
保
険
料
の
改
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

個
別
の
保
険
料
は

３
月
10
日
頃
に
、
ご

自
宅
宛
に
は
が
き
に

て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。国

と
都
に
よ
る
国

保
組
合
へ
の
補
助
金

は
、
歳
入
総
額
の
約

４
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
国
全
体
が
社
会

保
障
削
減
基
調
の
な

か
、
組
合
員
・
ご
家

族
の
皆
さ
ん
の
ハ
ガ

キ
要
請
を
は
じ
め
と

す
る
補
助
金
確
保
運

動
の
成
果
に
よ
り
現

行
水
準
の
補
助
金
を

確
保
し
、
安
定
運
営

の
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

国
が
責
任
を
持
っ

て
社
会
保
障
制
度
を

拡
充
し
、
国
保
組
合

育
成
・
強
化
を
進
め

る
こ
と
を
求
め
、
引

き
続
き
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

組
織
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

石
川
元
副
委
員
長
が
逝
去

歳
で
し
た
。

石
川
さ
ん
は
昭
和

57
年
12
月
に
東
京
土

建
に
加
入
し
、
１
９

北
支
部
元
副
委
員

長
の
石
川
義
勝
さ
ん

が
１
月
30
日
に
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
82

９
４
年
か
ら
２
０
０

６
年
、
２
０
１
２
年

か
ら
２
０
１
６
年
ま

で
北
東
分
会
の
分
会

長
を
務
め
ら
れ
、
２

０
０
７
年
、
２
０
０

８
年
は
支
部
副
委
員

長
と
し
て
支
部
を
牽

引
。と

く
に
今
の
北
支

部
の
礎
と
な
る
組
織

拡
大
で
は
、
仲
間
の

先
頭
に
立
っ
て
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
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